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平成 28年(2016年)8月 5日 
八日市南高等学校の取組 

滋賀県立八日市南高等学校  
校長  三上 保彦  

1 八日市南高等学校の概要 

(1) 本校の沿革 

明治 40 年 4 月  郡立神崎実業学校開校  

大正 11 年 4 月  県立神崎商業学校（4年制）  

昭和 19 年 4 月  県立神崎農学校に変更（農業・農業土木科設置）  

昭和 23 年 4 月  県立神崎農学校と県立八日市中学校を合併し、神崎高等学校と改称  

昭和 23 年 9 月  定時制農業課程設置  

昭和 24 年 4 月  県立神崎高等学校と県立愛知高等学校を統合 

昭和 26 年 4 月  県立神愛高等学校を分離し、県立八日市高等学校と改称  

昭和 34 年 4 月  畜産科設置 

昭和 43 年 3 月  定時制農業課程募集停止  

昭和 49 年 4 月  県立八日市高等学校農業課程分離独立し、県立八日市南高等学校発足 

昭和 57年 10 月  本館棟竣工 

平成 3 年 4 月  農業科・畜産科・農業土木科の募集を停止 

農業技術科・食品流通科・緑地デザイン科の募集を開始  

平成 5 年 4 月  生活科の募集を停止  

平成 6 年 11 月  県立神崎農学校創立 50周年・県立八日市南高等学校創立 20 周年記念式典 

平成 16年 11 月  県立神崎農学校創立 60周年・県立八日市南高等学校創立 30 周年記念式典 

平成 26 年 4 月  農業技術科・食品流通科・緑地デザイン科の募集を停止  

農業科・食品科・花緑デザイン科の募集を開始  

平成 26年 11 月  県立神崎農学校創立 70周年・県立八日市南高等学校創立 40 周年記念式典  

平成 28年 3 月   耐震補強工事完了 

(2) 設置学科について 

課程 学科 
学年 

定員 

全日制 
農業 

学科 

農業科 食品科 花緑デザイン科 

１年 ４０ ４０ ４０ 

２年 ４０ ４０ ４０ 

３年 ４０ ４０ ４０ 

合計 ３６０ 名 

 

(3) 教職員数 

校長 １、教頭 １、教諭 ２５、養護教諭 １、実習教諭 ３、実習助手 ５ 

技師 ２、業務員 ２、事務長心得 １、副主幹 １、主任主事１、臨時的任用 １ 

司書嘱託員 １、臨時講師 ５、非常勤講師 ３、農場管理嘱託員 ２ 

農場業務嘱託員 ２、日々雇用職員 ２          合計 ５９  

 

 

資料３ 



- 2 - 

(4) 生徒の在籍状況  

学科 農業科 食品科 花緑デザイン科 合計 

学年 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 

1 年 17 23 40 6 34 40 22 18 40 45 75 120 

2 年 21 19 40 4 36 40 18 21 39 43 76 119 

3 年 25 13 38 12 25 37 26 9 35 63 47 110 

合計 63 55 118 22 95 117 66 48 114 151 198 349 

 

2 教育目標等  

(1) 教育目標 

職業教育を通して社会で活躍できる良識ある人材の育成 

(2) 目指す学校像 

生徒・保護者から信頼され、地域社会に貢献できる農業高校 

(3) 教育方針 

① 基礎学力の定着 

② 充実した農業教育の実践 

③ 職業観・勤労観の育成 

④ 教育活動を通しての地域貢献 

 

生徒の指導においては「自尊感情の醸成」を常に心がけている。 

3 進路の状況 

(1) 過去５年間の進学者数と就職者数の比較 

年度 
卒業者 

進学者数 
就職者数 その他 

大学 短期大学 専修各種学校等 
平成２３年度 109 2 8 27 67 5 

平成２４年度 112 7 9 26 68 2 

平成２５年度 113 13 9 25 61 5 

平成２６年度 105 7 5 18 65 10 

平成２７年度 113 8 5 28 70 2 
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(2) 平成２７年度の進路決定状況 

 農業技術科 食品流通科 緑地ﾃﾞｻﾞｲﾝ科 合計 

卒業者数 ３９ ３８ ３６ １１３ 

 
進 

 

学 

 

 

大   学 １ ６ １ ８ 

短期大学 １ ４ ０ ５ 

専  門  学  校 ６ １２ ４ ２２ 

農 業 大 学 校 ５ １ ０ ６ 

未 定 者 ０ ０ １ １ 

小 計 １３ ２３ ６ ４２ 

就 

 

職 

内 定 者 ２５ １５ ３０ ７０ 

未 定 者 １ ０ ０ １ 

小 計 ２６ １５ ３０ ７１ 

 

(3) 平成２７年度の進学先    □：関連大学・専門学校 

東京農業大学、龍谷大学、南九州大学、びわこ学院大学、京都文教大学、追手門学院大学 

びわこ学院大学短期大学部、滋賀県立農業大学校、滋賀県調理短期大学校 

京都製菓技術専門学校、京都調理師専門学校、辻学園栄養専門学校、テクノカレッジ草津 

京都芸術デザイン専門学校、YIC 京都ペット総合専門学校、大阪 ECO 動物海洋専門学校 

キャリエールホテル旅行専門学校、京都美容専門学校、京都理容美容専修学校、 

 京都 IT 会計法律専門学校、ディーズファッション専門学校 

関西ビューティプロ専門学校、キャットミュージックカレッジ専門学校 

ベルェベルビューティコミュニケーション専門学校、トヨタ名古屋自動車大学校 

(4) 平成２７年度の卒業生が就職した企業の数 

「東近江市」  関連産業（５）、その他（１８） 
「近江八幡市」  関連産業（２）、その他（３） 

「日    野」  関連産業（１）、その他（１） 

「竜 王 町」  関連産業（２）、その他（０） 

「甲 賀 市」  関連産業（１）、その他（２） 

「湖 南 市」  関連産業（０）、その他（３） 

「愛 荘 町」  関連産業（１）、その他（２） 

「野 洲 市」  関連産業（１）、その他（０） 

「甲 良 町」  関連産業（１）、その他（０） 
「長 浜 市」  関連産業（０）、その他（１） 

「彦 根 市」  関連産業（１）、その他（０） 

「大  阪」  関連産業（１）、その他（０） 

(5) 離職率について 

本校の卒業生の、就職 3年後の離職率は、約 20％である。これは、県平均（約 35％）に

比べて低い数値である。その要因は、次の 2 つが考えられる。 

 本校のキャリア教育により、職業観をしっかり身につけて進路決定している。 

 農業科の実習を経験し、忍耐力が身についている。 
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4 キャリア教育の取組について 

(1) キャリア形成支援事業（Ｈ２６～Ｈ２８） 

① 目的 

これまで、高等学校においては、職業教育を主とする専門学科等では、主体的に職業

選択ができる能力や職業意識を育てるためのインターンシップの在り方の研究、普通科で

は、就業体験や外部講師を活用して、生徒の望ましい勤労観・職業観等の価値観を身につ

けさせ、時代の変化に力強くかつ柔軟に対応していけるような幅広い能力を育てるキャリ

ア教育を進めてきた。 

今後は、特に普通科のある高等学校においても、これらの取組みの成果を共有し、充

実することにより、キャリア教育の全体計画を見直し、生徒のキャリア形成を支援する効

果的なカリキュラムの確立を図り、生徒の社会的・職業的自立を目指すキャリア教育を推

進する。 

② 本事業で、キャリア教育として生徒に身に付けさせたい力（※今年度は最終３年目） 

○１年目：「自己を見つめ可能性を探す力」 

これまでの自分の在り方について整理し、様々な人たちの生き方に触れることを通して自己

理解を深めていく。また  挨拶、言葉遣い、返事の仕方など、円滑に社会生活を営むための基

礎的な行動の仕方を身に付けさせる。 

○２年目： 「自己の将来を設計する力」 

自分の興味・関心・適性などを見いだし、アイデンティティの確立を図る。また職場実習・

見学等を通して自分の周囲で実際に働いている人たちの姿や働くことへの思いに触れ、働く

とはどういうことか体験的に考えていく。  

○３年目： 「自己の能力・可能性を拓く力」 

１・２学年で学習したことを踏まえ自分は他の人たちや社会とどのようなかかわりを持ちな

がら、どのような価値観を大切にしながら生きていこうとするのか、そして自分はどのような

進路を選択するのか、自分の考えを整理していく。 

 

(2) 専門高校プロフェッショナル人材育成事業（Ｈ２７～Ｈ２８） 

① 研究の目的 

専門高校プロフェッショナル人材育成の充実（第一線で活躍する職業人を育成）するため、

大学や産業界等と連携した研究活動を通じて、各学科が目標とする次世代の担い手として、専

門分野で学んだ知識を活用できる生徒の育成を目指す。 

※具体的な取り組み 

 高度な技術・技能の習得 

 資格取得者数の倍増。 

 専門分野を活かした進学者を増やす。 

② 研究の概要 

 大学や研究機関・地域産業の知や技術を活用した研究開発の推進。 

 本校３学科の専門性に結びついた県農業行政関係機関と関連産業との連携を密に取り、

本校生徒の職業能力や職業意識を高めるための連携のあり方について研究を行う。 

 特色あるカリキュラムの研究 

 高度な資格取得 

 企業における現場実習の実施など、職業教育の視点から教育課程編成についての研究を

行う。 

 生徒の学習成果を発表する場の確保（地域連携・学習発表会・出前授業） 
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 「専門高校プロフェッショナル人材育成」・「県立高校キャリア形成支援」に併せて農

業クラブ活動（専攻班別に行うプロジェクト学習）の内容についても検討し、授業計画

等を精選する。 

(3) 平成２８年度の実施予定 

＜キャリア形成支援事業＞ 

日時 取組概要 対象学科・学年（生徒数） 
平成２８年 

３月１６日 

キャリア形成支援企業実習保護者説明

会 
各学科２年生（９名） 

４月２０日～ 

２２日 

キャリア形成支援企業実習 
（製造業）３日間 

参加生徒３年生（９名） 

４月２０日～ 

２４日 

キャリア形成支援企業実習 
（関連産業３A）５日間 

参加生徒３年生（３名） 
派遣先：アグリ蒲生 

４月１９日～ 

２８日 

校内宿泊実習（搾乳実習） 
 １泊２日を６班編制で実施 

農業科１年生（４０名） 

５月２０日 第１回キャリア形成推進委員会 本校教員１５名 
５月２５日 第１回キャリア形成支援委員会 外部委員４名・校内委員８名 
６月１７日 キャリア形成支援保護者説明会 企業・生徒（ 名）・保護

者・教員 
６月２８日 キャリア教育職員研修会 教職員（４７名） 
７月下旬 卒業生による就労講話(進路指導) ３年生就職希望者（約８０

名） 
７月４日～ 

７月１０日 
キャリア形成支援企業実習 
（関連産業）５～７日間 

参加生徒（約１０名） 
（各科の特色により実施） 

９月 12 日 
～16 日 

９月８日・９日 

校外委託実習保護者説明会 
社会人による模擬面接 

各学科２年生（１１９名） 
３年生就職希望者 

（約８０名） 
９月 16 日 

～21 日 
社会人講話（職業観・勤労観） 各学科２年生（１１９名） 

９月２６日～ 
９月３０日 

校外委託実習（５日間） 
 

各学科２年生（１１９名） 
 

１０月下旬 校外委託実習事後発表会（各科） 各学科２年生（１１９名） 
１１月２８日 第 2 回キャリア形成推進委員会 本校教員１５名 
１２月８日 第 2 回キャリア形成委員会 外部委員４名・校内委員８名 

平成２９年 
１月２４日 

第 3 回キャリア形成推進委員会 本校教員１５名 

２月１０日 
 

２月１０日 

成果発表会（八日市文芸会館） 
 
第 3 回キャリア形成委員会 

参加生徒３年（約１０名）・

発表者・受入先企業・本校教

員・１､２年生（２４０名）・

保護者・学校関係(同窓会・学

校後援会他)・県内高校 
外部委員４名・校内委員７名 

３月上旬 キャリア形成支援 企業等説明会 本校教員１５名 
各学科２年生（１１９名） 
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通 年 プロジェクト活動・販売実習 
地域貢献活動・各種資格取得 

 

その他 キャリア教育 職員研修会 
演題：「ポートフォリオ」の作成から

進路実現に向けた取り組み 
専門教員プロジェクト実践報告会 

西日本短期大学 大隣准教授 
 
 
専門教諭他 １３名 

 

   ＜プロフェッショナル人材育成事業＞ 

日時 取組概要 対象学科・学年（生徒数） 
7 月  5 日 東近江農産普及課・先進経営体等研修 

「農大概要説明及び先進経営体等見学」 

講師：東近江青年農業者クラブ員他 

全学科１年生～３年生 

（就農希望者２０名程度） 

 

7 月 15 日 全国農薬安全指導者協議会主催 

「食の安心・安全シンポジウム in 滋賀」 

全学科１年生～３年生 

 (参加希望者２０名程度) 

7 月中旬 若年技能者人材育成支援等事業 

造園工事 ２級技能検定・実技指導 

講師：滋賀県職業能力開発協会 

花緑デザイン科３年生（３名） 

花緑デザイン科２年生（１４名） 

造園技術班 

7 月 21 日 

～22 日 

日本学校農業クラブ連盟全国大会

大阪大会プレ大会 測量競技会 

全学科１年生～３年生 

学校代表（４名) 

7 月 27 日 滋賀県学校農業クラブ連盟年次大会 

意見発表会・プロジェクト発表会 
全学科１年生～３年生 

学校代表（２０名） 

8 月 24 日 

～25 日 

近畿学校農業クラブ連盟兵庫大会

意見発表会・プロジェクト発表会 

全学科１年生～３年生 

県代表（２０名） 

8 月中旬 若年技能者人材育成支援等事業 

菓子製造 実技指導 

講師：滋賀県職業能力開発協会 

食品科３年生（１０名） 

食品科２年生（１０名） 

食品流通班 

８月中旬 若年技能者人材育成支援等事業 

室内園芸装飾３級 実技指導 

講師：滋賀県職業能力開発協会 

花緑デザイン科３年生 （７名） 

希望者 

８月中旬 県農政課・農業大学校連携講座 

「五感で感じる農業体験」 

講師：滋賀県指導農業士会他 

全学科１年生～２年生 

（就農希望者１０名程度） 

１０月中旬 滋賀県立大学 環境科学部 

生物資源管理学科 助教 増田 清敬 

農業科  ２年生(４０名) 

6 次産業化・環境こだわり農産物 

10 月 25 日～27

日 

日本学校農業クラブ連盟全国大会大阪大会 

意見・プロジェクト発表他 

クラブ員代表者会議 運営 

意見・プロジェクト発表 近畿代

表 

測量競技会       県代表 

農業鑑定競技会    学校代表 

12 月 8 日 東近江農産普及課先進経営体等研修 

「就農体験談及び意見交換会」 

講師：東近江・湖東青年農業者クラブ員 

農業科２年（４０名） 

 

平成 29 年 

1 月下旬 

東近江農産普及課 就農青少年との交流 

「青年農業者プロジェクト発表会」 

主催：東近江青年農業者クラブ員 

県年次大会プロジェクト発表 

生産・文化生活に関する内容にて

最優秀または優秀の研究班 

平成 28 年 

2 月 10 日 

八南成果発表会 

講演およびパネルディスカッション 

全学科１・２年生（236 名） 
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９月上旬 

10 月上旬 

１月上旬 

２月 10 日 

第 1 回推進委員会 

第 1 回コーディネート委員会 

第 2 回推進委員会 

第 2 回コーディネート委員会 

校内委員 12 名 

校外・校内委員 11 名 

校内委員 12 名 

校外・校内委員 11 名 

 

(4) キャリア教育の全体計画 

（別紙資料１）、（別紙資料２） 

5 特徴ある取組について 

(1) 八南プロジェクト X 

① 八南レストランプロジェクト 

「地産地消」をテーマに、毎年１２月に高校生レストランを開催。計画や料理開発は

食品科、材料提供は農業科、店内装飾は花緑デザイン科が担当している。 

  
 

② ムラサキプロジェクト 

東近江市の花である紫草の栽培・紫根染めを普及する活動に取り組む。「万葉集」に

も詠まれた、地域の財産である紫草を、本校と地域の皆さんが一体となって守り育てて

行くことを目標にしている。 
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③ 政所茶プロジェクト 

 
 

 
 

④ 暮らしのデザインプロジェクト 

 地域との連携活動や社会貢献活動を通じて、花緑デザイン科で学んだ知識や技術を地

域に還元し、地域の環境問題の解決と、心豊かな暮らしの実現に向けて提案する。 
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(2) 東北ボランティアについて 

未曾有の大震災を実施に見て、ボランティア活動に参加することにより、命の大切さ、助

けあうことの大切さを学ぶ。今年で５年目となる。防災教育、環境教育、キャリア教育の面

の効果もあり、今後も長く続けていきたい。 

   
 

6 本校の評価について 

(1) 学校評価の結果（生徒と保護者） 

問 本校に入学して良かったと思いますか。（％） 

 
(2) 企業からの評価 

 進路指導課を中心に企業訪問をしたとき、「八日市南高校出身の生徒は、よく頑張ってく

れる。」という内容のことをほとんどの企業の担当者がおっしゃる。また、離職率が県の平

均(約３５％)と比較して低い。（本校では、就職後 3 ヶ月以内ではほとんど離職していない。

就職後３年では離職率は約２０％である。）計画的かつ綿密なキャリア教育や進路指導の賜

であると考えられる。 

(3) 地域からの評価 

 4 月に着任してから現在まで、様々な地域の方とお話をする機会があった。 

「八日市南高校はとても地域に貢献している。」 

「生徒は自然な挨拶をしてくれる。」 

「廊下で出会う生徒が、年相応の落ち着きがある。」 

等の声を聞かせていただく。また、 中学校の関係者からは 

「安心して生徒を送れる学校だ」 

と言っていただける。 

88.6 86.1
80.5

93.3 96.9 95.3

50

60

70

80

90

100

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

生徒（肯定的評価）

保護者（肯定的評価）
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生徒による地域貢献活動や生徒の自尊感情を醸成する指導が定着し、生徒が自信と本校へ

の誇りを持てるようになったことがこのような評価につながっていると考えられる。 

(4) 入学後（1年 4月）の生徒の意識調査結果 

問 あなたは、八日市南高校の生徒であることについてどのように思っていますか。（％） 

 
(5) 入学者選抜倍率の推移 

 
 

7 今後の課題について 

(1) 今年度の本校の改善策 

① 生徒の変化への各課学年での対応 

 入学してくる生徒と保護者が様々な面で劇的に変化している。生徒と保護者の要望も

違ったものになってくる。 

② 授業改善 

 生徒が直面する社会では、「何を知っているか」よりも「何ができるか」が大切にな

る。 

 生徒による「深い学び」「 主体的な学び」「対話的な学び」が大切である。アクティ

ブラーニング型授業へ、授業改善プロジェクトチームを編成し改善していく。  

③ 部活動の活性化 

 強化と活性化を図る。 

 

(2) その他の課題について 

① 施設設備の老朽化 

 施設設備の老朽化が進んでいる。小修繕を繰り返しながら使用しているが、今年度当

75
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100
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満足している
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一般入試
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初に故障が相次いだ。設置した時期が近いため、故障も同時期に発生する事が予想され

る。授業に支障が出る前に、計画的な更新が必要である。 

 

② 教員の技術や指導力の伝承 

 本校では、中堅教員が少なく、ベテラン教員と若手教員が多い。ベテラン教員の農業

の専門的な技術や指導力を若手教員に伝承することが喫緊の課題である。 

 

③ 農業関連の企業や大学等への進路開拓 

 農業関連産業への就職が少ない。農業関連産業の雇用の拡大を望みたい。 

また、農業関連の大学等への進学については、希望する生徒に適切な指導の機会を提

供する校内システム構築が必要である。 

 



（別紙資料１） 

 

平成２８年度 滋賀県立八日市南高等学校 キャリア教育全体計画 

 

 
 
 
 
  

学校の教育目標  
 

 
 

諸法規 
 

職業教育を通して、社会で活躍できる良識ある人材の育成 
 

 日本国憲法 
  教育基本法 
  学校教育法 
  学習指導要領 
 

  
 

 
 進路指導の目標  

 
 
 
 

生徒の状況 
・生徒や保護者に対して進路に関する確かな情報を開示し、自分の進路 
  を見極め、その実現に最大限の努力をさせる。 
・３年間を見通した、進路指導計画に基づいた継続的な指導の展開を図る。 
 

・進学４割、就職６割(うち製造業が７割）という進路状況。 
・各学科に関連した進路内定者が少ない。 
・実習に熱心に取り組み明るく素直な生徒が多い反面、基礎学力が足り 
  ない点が課題である。 

 
 

 現状における課題 
   これまでの大学・短大希望者数は約３割前後から４割程度に増加傾向で推移していたが、近年、景気の悪化から大学・短大への進学希望者が減少している。そのため進路指導は就職指導が中
心となってきた。しかし、 就職希望者の就職活動への意欲は、やや弱く、他人任せの傾向が強い。また、進学者の中には指定校制度の安易な利用が見られ、目的意識がやや弱いまま、進学する傾
向のある者もいる。そこで大学卒業後の職業を十分意識して、希望実現に適した学部・学科を選択できる能力を身に付けさせたい。また、指導する教職員においても、キ
ャリア教育における理念や研修会を実施し、生徒への指導力を高める。 

 
 

 めざす生徒像 
 
 

 ○社会の一員として、主体的に考え、社会に貢献することができる生徒。 
 ○豊かな人生を送れるキャリア（体験や実績）を積み上げることができる生徒。 
 

        指標 
 
 

 ○就職内定率、進学内定率 
 ○社会人としてのマナー習熟度 
 ○進路先への定着度 

 
 

 キャリア教育指導目標 
 

             キャリア教育の組織的・体系的な指導計画を作成することにより、生徒の自己実現能力の育成を図る。 
             １～３年生の３年間を見通したキャリア教育計画にそって、各種の取組みが相乗効果を発揮できる体制を構築する。 
      具体的年次目標： １）現在の取組み内容を検証し、内容の精選を図る。 
                        ２）全体の効果を考慮し、各取組みの具体的目的を明確にし、発展的なものにする。 
 

 
 

 育成したい能力 
 人間関係形成・社会形成能力 自己理解・自己管理能力 課題対応能力  キャリアプランニング能力 

 
 ▽他者との関係を構築し、意思疎通 
   を図る力。 
 ▽他者を認めつつ、協働する力。 
 ▽コミュニケーション能力。 
   自分自身の能力や適性の理解とと 
  もに、周囲の人との適切なコミュ 
   ニケーションをとることができる。 

 
▽基本的生活習慣の確立する力。 
 礼儀・マナーの習得 
▽自己理解を深める力。 
 
▽自ら主体的に行動する力。 
 
 

 
 ▽日常生活の課題に向き合う力。 
 ▽自ら課題を設定し、解決に向けて取 
  り組む力。 
 ▽計画実行能力 
    将来設計に基づき、どうすれば目標 
  に向かって進めるかを計画立案し、主 
   体的に進めることができる。 

 
 ▽働くことの意義や役割を理解し、将来 
   について考える力。 
 ▽主体的かつ柔軟にライフプランを考え 
   る力。 
  自分の意志と責任で進路を選択するこ 
 とやその実現を目指して、課題の設定と 
 解決に取り組むことができる。 

 
 

 各年次目標 
 １学年 

 自分を知り、社会を知り、近未来を考える。 
 ２学年 

 自分と社会の関わり方について意識する。 
 ３学年 

 社会の中で自分が果たす役割を見つける。 
   これまでの自分の在り方について整理し、様々な人たち 
  の生き方に触れることを通して自己理解を深めていく。また、 
  あいさつ、言葉遣い、返事の仕方など、円滑に社会生活を営 
  むための基礎的な行動の仕方を学習していく。 
 
 

   自分の興味・関心・適性などを見いだし、アイデンティテ 
 ィの確立を図る。また職場実習・見学等を通して自分の周囲 
 で実際に働いている人たちの姿や働くことへの思いに触れ、 
 働くとはどういうことか体験的に考えていく。 
 
 

   １・２学年で学習したことを踏まえ、さらに３年次にお
いてのインターンシップへの参加や体験談を聴講すること
により、自分は他の人たちや社会とどのようなかかわりを持
ちながら、どのような価値観を大切にしながら生きていこうと
するのか、そして自分はどのような進路を選択するのか、自分
の考えを整理していく。 

 
 
 

 総合的な学習の時間 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 各教科および特別活動 
 

 ○自己の在り方生き方や進路について考察する学習活動を通して、生徒に明確な目 
  的意識、進路意識を持たせ、主体的に進路を選択する意欲・態度を育成する。 
  
 ○生徒が興味関心、進路等に応じて設定した課題についての学習活動を通して、課 
  題解決能力や自己の進路を切り拓く力を育成する。 
  
 ○体験的な活動を取り入れ、勤労観・職業観を養うとともに、社会と積極的にかか 
  わろうとする意欲・態度を育成する。 
 
 

 ○積極的な生徒指導体制を維持・強化し、規範意識を向上させるとともに基本的生活 
  習慣や倫理観および健全な社会参画意識を確立させる。 
 
 ○基礎・基本的な学力を身に付けさせ、生涯にわたって学びを継続できるような態度 
  を育成する。 
 
 ○協同的な学びによる学習活動を授業の中に適切に取り入れることにより、生徒の学習 
   意欲を高め、学習効果を向上させるととともに、平素のコミュニケーションと課題 
  解決の経験を積み重ねることによって、キャリア発達を図る。 
 

 
 
 
 

 キャリア教育実践のための基盤 
 ○進路指導の充実 
 
 ○各教科間の連携 

 ○年間計画の系統化 
 
 ○PDCAサイクルによる改善 

 ○教職員研修の充実と共通理解 
 
 ○校内推進体制の確立 

 ○地域の行事への参加 
 
 ○地域連携行事の開催 

 ○小・中・大と連携した系統的な 
  指導と取り組み。 
 

                                                                    



(別紙資料２)
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４
月
～
７
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夏
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み

９
月
～
１
２
月

冬
休
み

・事業所訪問による定着指導・就労支援機関との連携・卒業者状況調査・商工会議所・東近江ロータリークラブ等との連携

キャリア教育の観点から見た部活動のねらい

農業教育を通じて社会人としての人間力を高めるとともに、行動
力を身に付けることができるよう、生徒の主体的な企画･運営を
支援する。

キャリア教育の観点から見た教科のねらい

生徒の関わりから見た分掌の取組

学
力

相手や場面・目的に応じて話題の趣旨を適切に聞き
取って分析し、それについて話し合う力を養う。

現代社会の諸問題から、自ら課題に気付き、解決へ導
こうとする態度を養う。

与えられた芸術的テーマを正確に理解し、自分なりの
方法を用いて表現する。

チーム競技や集団活動の中で仲間と連携しながら目標
に向かって努力する態度を身に付ける。

プロジェクト学習を通して、与えられた課題に対し前向
きに努力し、確実に遂行できる力を身に付ける。

校内外での学びを通して中長期的な将来像を描き、自
分の理想に近づける。

多くの人との出会いを通して多様な考え方を知り、互い
に切磋琢磨する。

自分の考えを正しく伝達し、相手の考えを理解しなが
ら、仲間と協力して課題に取り組む力を養う。

将来身近な場所で外国語による簡単なコミュニケーショ
ンを図ることができる力を身に付ける。

平成２８年度　滋賀県立八日市南高等学校【農業】キャリア教育カリキュラム
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、
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人
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な
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た
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準
備
を
行
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学年

3
年

学　　力
○基礎的・基本的な知識･技能
○思考力･判断力・表現力
○学習意欲
○専門的な知識･技能

将来の姿

一日体験入学（年間：４回）・初任者研修（中学教師対象の農業研修）・高校生による出前講座・高校による成果発表会（中学生への情報発信）・校外行事（農林水産･二五八祭）などへの参加

キャリア教育を通して身につけたい力

※総合的な学習の時間は、教科「農業」・科目「課題研究」で代替

よりよい学校生活をつくりたいという意欲と実行力を高めるため
に生徒の学校行事への主体的な参画を支援する。

心身を健やかに保ち、自己管理能力が身に付けられることがで
きるよう、保健相談・保健指導並びに校内環境の整備を行う。

読書習慣を確立し、心豊かな生活を送ることができるよう、様々
な読書活動や学習活動を支援する。

農業教育を通して働くことの意義を理解させ、資格取得を推進す
る。学習成果としての地域貢献活動を通じ、将来設計のできる力
を育む。また、農業実験実習を安全に実施できるよう農場施設の
整備を行う。

卒業後への接続

中学校への働きかけ

グローバル社会で必要な外国語を生涯にわたって活か
そうとする意欲を養う。

実験レポートの作成を通じて課題研究を計画して実行
することにより、自身の進路計画の建て方を学ぶ。

農業実験実習や課題研究を計画して実行することで、
自身の進路計画の建て方を学ぶ。

キャリア教育の観点で
取り組む諸活動

歴史上の人物や生き方やグローバル社会の特徴を自
分の将来設計に生かす。

2
年

社
会
の
中
で
自
分
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
見
つ
け
る

４
月
～
７
月

夏
休
み

９
月
～
１
２
月

１
月
～
３
月

冬
休
み

1
年

１
月
～
３
月

自
分
を
知
り

、
社
会
を
知
り

、
近
未
来
を
考
え
る

・仲間とともに目標に向かって挑戦する心と行動力を育む。
・忍耐力や協調性を身に付けるとともに、感動する心を育む。

生徒の個々にあった進路実現やクラスでの望ましい人間関係を
構築できるよう、学級経営を行う

学習に向かう姿勢を身に付けることができるよう、ベル着指導や
提出物の指導、基礎基本の学び直しを行う。

基本的な生活習慣を身に付け、ルールに則った行動ができるよ
う、遅刻指導をはじめ挨拶や校則遵守の指導を行う。

自己の適性や能力にあった主体的な進路選択ができるよう、進
路ガイダンスや個別指導および情報提供を行う。

命や自他を尊重する態度が身に付けることができるよう生徒の
心に響く人権教育を行う。

自己を大切にする心を養い、自分らしさや個性を発揮して生活で
きるよう、カウンセリングなどの相談しやすい環境と支援体制を
つくる。

単独やグループでの農業実習を通して、協力すること
の大切さを理解し、責任を持って個性を発揮する姿勢を
身に付ける。

情報やコミュニケーションの手段として活用するための
能力やマナー、モラルについて身に付ける。

自分自身を客観的に分析し、長所を伸ばし欠点を補う
ための方法を体得する。

数学を用いた分析方法を習得し、自信を含む身近な事
柄を客観的に見つめる態度を養う。

○他社との関係を構築し、意思・疎通を図る力
○他者を認めつつ、協働する力

人間関係形成・社会形成能力

社会の一員として、主体的に考え、社会に貢献することができる。／豊かな人生を送れるキャリア（体験や実績）を積み上げることができる。

キャリアプランニング能力
○働くことの意義や役割を理解し、将来につ
いて考える力
○主体的かつ柔軟にライフプランを考える力

１
月
～
３
月

芸術が生活と密接に関わっていることを理解し、人生を
豊かにするための感性を磨く。

健康的な規則正しい生活を送り、時間を意識した行動
様式を体得し、実践する。

生きるために必要な衣･食･住のあり方について学び、
自立するための基礎的な力量を身に付ける。

自分の興味や適正を正しく認識し、与えられた課題を粘
り強く最後まで取り組む姿勢を身に付ける。

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力

自己理解・自己管理能力
○基本的な生活習慣を確立する力
○自己理解を深める力
○自ら主体的に行動する力

自分に与えられた課題や未知の命題に対し、前向きに
努力し、確実に遂行できる力を身に付ける。

人
間
関
係
形
成
・
社
会
形
成
能
力

自
己
理
解
・
自
己
管
理
能
力

課
題
対
応
能
力

課題対応能力
○日常生活の課題に向き合う力
○自ら課題を設定し、解決に向けて取り組む力

1
年

2
年

自
分
と
社
会
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
意
識
す
る

４
月
～
７
月

夏
休
み

９
月
～
１
２
月

冬
休
み

スキルアップ講座

基礎的･基本的知識･技能

思考力・判断力・表現

学習意欲

専門的な知識･技能

ｱｸﾃｨﾌﾞ

ﾗｰﾆﾝｸﾞ

ホームルーム開き

オリエンテーション

適性検査

三者懇談会

家庭訪問（個人面談）

進路ガイダンス

人権学習（点字講座）

命を大切にする講習会

三者懇談会

個別懇談

進路ガイダンス

八南成果発表会

個別懇談

１学年の振り返り

中学校への近況報告

進路講話

個別懇談

三者懇談会

三者懇談会

三者懇談会

三者懇談会

個別懇談

修学旅行計画

個別懇談

進路ガイダンス

八南成果発表会

２学年の振り返り

進路希望調査

進路希望調査

進路希望調査

最終進路希望調査

進路講話

個別懇談

人権映画鑑賞

人権映画鑑賞

人権映画鑑賞

模擬面接

生徒･保護者説明会

進路講話

個別懇談

八南成果発表会（発表者のみ）

３年間の振り返り

体験報告会

インターンシップ

インターンシップ

インターンシップ

自己理解

と自己分

析①
適性検査

スキルアップ講座

資格取得

ボランティア活動

社会貢献

スキルアップ講座

資格取得

ボランティア活動

社会貢献

スキルアップ講座

資格取得

ボランティア活動

社会貢献

資格取得

ボランティア活動

社会貢献

自己分析②

職業適性を

考える

キャリア形成支援

製造業（４月）

キャリア形成支援

事後学習

関連産業（７月）

履歴書学

習①

履歴書に関

する内容を

知る

履歴書学

習②

統一応募用

紙の趣旨

業種・業態調べ

産業調べ

職業調べ

職業調べ

身近な事業所の

基本情報調べ

求人票学習

求人票の記載

情報を知る

求人票研究

就職に向けた

事業所研究

事業所研究

応募前見学

ビジネスマナー

講座

自己表現セミナー

自己ＰＲ用紙作成

模擬面接

社会人セミナー

社会生活への接続

目標設定
内定事業所への礼

マネープラン

後輩へのメッセージ 成果発表会

ライフプラン③

今後１０年間のキャリアデザイン

プロジェクト学習①

資格取得

意見・プロジェクト発表

農業鑑定競技

地域連携学習など

プロジェクト学習②

資格取得・農ク行事へ参加

体験入学・初任研の講師役

地域連携学習など

プロジェクト学習③

農業祭

各種コンクールへ参加

小･中学校へ出前講座

地域行事参加

農場オリエンテーション

事前学習

農業実験実習・体験

進路別校内

ガイダンス関連産業見学･講話

連携講座

社会人講話

ライフ

プラン①

ビジネスマナー

講座

エゴ・グラム
進路希望調

査②

進路希望調

査②

進路希望調

査最終

進路希望調

進路保障

性教育講演会

いじめ・人間関係

人権映画鑑賞

人権映画鑑賞

人権映画鑑賞

働くルール講座

ライフ

プラン②

関連産業見学･講

プロジェクト学習

事前研修Ⅱ

プロジェクト学習

事前研修Ⅰ

農業実験実習・体験

農業実験実習・体験

農業実験実習・体験

プロ

ジェクト

成果発表会

成果発表会

進路希望調

査①


